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100 万語読破者における、初期 40 万語の英文レベルの影響	
	

 豊田高専	 西澤一、吉岡貴芳 

１.	背景	

2004 年度に６年継続（本科２年〜専攻科２年）の多

読授業を開始した豊田高専（電気・電子システム工

学科）では、全科共通科目「英語」における３単位

（本科１〜３年）と合わせて７年継続（のべ９単位）

の長期継続多読授業を実践している 1)（左図、2008

年度入学生から）。	

	

	

	

２.	学年による多読の効果の違い	

この長期継続多読授業において、専攻科２年生（継

続７年目）では、多読授業の単位数増加とともに

TOEIC 平均点も順調に上昇したが、本科３年生（継

続３年目）では、単位数増加後も TOEIC 得点上昇が

認められず、両者に大きな差があった（右図）。TOEIC

の特性（初級者は測定しずらい）、多読以外の英語学習歴、および、多読継続年数の違いも大

きな要因と考えられるが、今回は累積読書量（中央値）の違い、本科３年で 80 万語（＜100

万語）、専攻科２年で 130 万語（＞100 万語）に注目した。	

	

３.	読書量による TOEIC 得点上昇率	

というのも、多読授業初期受講生（のうち早期に 100

万語以上を読破した先駆者）では、総語数 100 万語

以降における TOEIC 得点上昇率が約 50点／100 万語

であった 2)が、近年の受講生の（総語数 100 万語前

後における）得点上昇率はこれより高く（右図）、	

平均 139 点／100 万語だったからである。総語数

100 万語前後における TOEIC 得点上昇率は、50 点

／100 万語より明らかに高い。ただし、得点上昇率

のばらつきは大きく、100 万語あたり 100〜150 点

を中心に、50 点未満の低上昇率だった者、200 点

以上の高上昇率だった者もいた（左図）。	
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４.	学生が多読の効果を感じた時期	

さらに、専攻科２年生に対するアンケート調査から

は、英文を「読める」と感じるようになった時期が、

総語数で平均 82 万語、また、英文の読書中に日本語

があまり思い浮かばなくなった時期が総語数で平均

88 万語と、いずれも 100 万語に近い時期であること

が分かった（右表）。	

	

５.	初期 40 万語の英文レベルの影響	

そこで、得点上昇率の大きく異なる６名の学生につ

いて、初期 40 万語（１、２年目）に読んだ英文レベ

ルの分布を調べたところ、得点上昇率が高かった２

名（左図の学生 G,	J）は、YL1.2 未満のやさしい英

文を大量に（15 万語以上）読んでいた一方、得点上

昇率が低かった他の４名は、このレベルの英文読書

量が少なかった。現在、この観点からより多くの学

生の読書記録を分析中である。	

	

６.	その後の多読指導	

この結果から、我々は、	

１）平均的な高専生（初期 TOEIC<350）が TOEIC で多読の効果を確認するには、総語数 100 万語以上

の読書が不可欠と認識している。総語数（中央値）が 100 万語に達するのは、本科４年（のべ６

単位目）であり、全科共通科目と専門科目の連携が不可欠である。	

２）多読 1,	2 年目（初期 40 万語）には、やさしい英文の読書が大切との認識を強めている。そこで、

この学年では、YL1.2 未満のやさしい英文で 15 万語以上を読むよう誘導している。具体的には、

GR、Starter レベルの読書冊数増や、ORT の（少し時期を空けての）再読推奨である。	
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